
 

 

 

 

 

 

 

令和６年 12 月 24日 

麻績小学校 

Ｎｏ．１０ 

  

１年の中で１番長い２学期が終わりました。残暑厳しい８月から、朝夕の寒さ厳しい１２月ま

で、大きな事故等もなく、子どもたちは元気に過ごすことができました。  

 保護者の皆様には、本校の教育活動へご理解ご協力を賜りましたこと、深く感謝いたします。 

 

２学期の終わりに ～終業式校長講話より～ 

終業式では、学校目標の３つの「〇〇合い」や、校長が「大切にしよう」と呼びかけている「問

い」や「願い」について、以下のようなスライドで２学期の出来事を振り返りました。学校目標

の達成に近づく、よい姿がたくさんありました。３学期は４６日間しかなく、あっという間に終

わってしまうので、「卒業」や「進級」を意識していきましょう、と伝えました。  

 

〇学校目標「学びあい」…キーワード：友だち・体験・ふるさと  

各学年で取り組んでいる教科学習や生活科、総合的な学習の時間などの様子から、「～したい」

という「願い」を、子どもたちが試行錯誤して「実現していく」姿を集めてみました。  

１年生は、国語の教科書に載っている「くじらぐも」のお話を、自分たちが工夫した読み方で

保育園の子どもたちに聴いてもらい、喜んでもらいたいと願って、練習に取り組みました。  

２年生は、自分たちで育てた大豆を使って、おいしいきなこや豆腐を作りたいと願って、石臼

やとうみを使ったり、地域の方に料理の仕方を教えてもらったりしました。  

 

３年生は、音楽会で発表する「ちいちゃんのかげおくり」で「聞いた人が泣いちゃうような」

発表がしたいと願い、心のこもった音読のしかたを追究し、話し合いや練習に取り組みました。  

 ４年生は、ふるさとの麻績川のごみの行方を追って日本海まで行きました。様々な場所に出か

けていく姿からは、自分の目で見て、体験して学びたいという願いを感じました。  
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通信 



５年生は、ＪＡや地域の方に教えていただきながら、年間を通して米作りに取り組みました。

自分たちで計画した収穫祭をしたいと願い、米の販売や、餅つき、おはぎ作りをしました。 

 ６年生は、麻績村の食材を使ってオリジナルのピザを作りたい、という願いを実現するため、

資金集めの空き缶収集やバザーを行ったり、もち麦について学んだりしました。  

 

〇学校目標「思いあい」…キーワード：よさ「らしさ」・交流 

なかよし月間では、「思いやりの木」や「なかよし集会」など、お互いのよさや「らしさ」を

見つけて伝え合う活動を通して、子どもたちが学年の枠を超えて「思い合う」姿が見られました。

また、６年生が始めた「おみっこオンステージ」も、その子のよさや「らしさ」が表現され、認

め合う場となっています。 

 体験入学や交流給食など、保小中の交流も行われ、学校の枠を超えての「思い合い」の姿があ

りました。昨年度始まった「おみっこミュージックフェスティバル」でも、麻績村の子どもたち

が一堂に会し、互いの歌声や演奏を通じてつながりあう音楽会となりました。  

 

〇学校目標「鍛え合い」…キーワード：丈夫な体・心も健康 

 健康で丈夫な体を作るために、体力作りや健康管理などに取り組んでいます。日々の清掃や、

給食、読書なども、心の健康には欠かせないものです。給食週間や読書旬間では、各委員会が集

会を開くなど、自分たちの生活を自分たちでより豊かなものにしようとする姿が見られました。  

 

学校からのお知らせ  令和４年度より本校に支援員として勤務していた 稲葉真莉絵 先生です

が、この１２月の末をもって退職することになりました。お世話になりました。 


